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民
主
清
新
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

公
明
党

　
新
年
を
迎
え
、
皆
様
に
は
、

晴
れ
や
か
な
日
々
を
お
過
ご
し

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
戌
、
過
去
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
内
外
に
大

き
な
事
件
が
起
こ
り
、
新
し
い

歴
史
の
胎
動
に
つ
な
が
る
節
目

と
な
る
こ
と
の
多
か
っ
た
年
の

よ
う
で
す
。

　
本
格
的
な
人
口
減
少
時
代
、

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中

で
、
財
政
難
、
激
し
い
地
域
間

競
争
な
ど
が
拍
車
を
か
け
て
、

本
県
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環

境
は
、
極
め
て
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
の
衆
院
選
で

示
さ
れ
た
民
意
は
、
一
層
の

「
改
革
」
推
進
で
す
が
、
本
県

で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
断
行

は
、
当
面
の
急
務
で
す
。

　
年
度
内
に
策
定
さ
れ
る
予
定

の
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く

改
革
、
減
損
会
計
導
入
に
あ
わ

せ
た
県
出
資
団
体
改
革
な
ど
の

改
革
を
強
力
に
推
進
し
、
二
十

一
世
紀
に
輝
く
元
気
で
た
く
ま

し
い
茨
城
、
新
し
い
茨
城
の
歴

史
を
つ
く
る
た
め
の
、
ま
さ
に

「
節
目
」
の
年
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
は
、
県
政
運
営
の
指
針

と
な
る
新
た
な
県
総
合
計
画
の

実
施
初
年
度
に
当
た
り
ま
す
。

一
方
、
三
位
一
体
の
改
革
は
、

不
十
分
な
が
ら
も
地
方
の
自
由

裁
量
が
高
ま
る
方
向
で
改
革
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

名
実
と
も
に
変
革
期
を
迎
え

て
、
県
政
に
求
め
ら
れ
る
課
題

は
、
改
革
の
着
実
な
推
進
と
あ

わ
せ
、
将
来
に
わ
た
り
県
民
の

安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
道
筋

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
は
昨
年
末
、
平
成
十

八
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た

り
、
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
た

総
数
八
百
三
十
三
項
目
か
ら
な

る
予
算
要
望
を
知
事
に
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
い
ば

ら
き
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
利
活
用
を
促
進
し

て
、
県
内
各
地
域
の
情
報
格
差

を
な
く
す
こ
と
、
県
事
業
の
見

直
し
を
行
う
「
事
業
仕
分
け
」

制
度
の
導
入
を
検
討
す
る
こ

と
、
長
期
短
期
両
面
か
ら
の
医

師
不
足
対
策
に
取
り
組
む
こ

と
、
「
少
子
対
策
課
」
な
ど
を

設
置
し
、
総
合
的
な
少
子
化
対

策
を
促
進
す
る
こ
と
、
学
校
が

家
庭
や
地
域
社
会
、
警
察
と
の

連
携
を
密
に
し
て
、幼
児
児
童

生
徒
の
登
下
校
も
含
め
た
安

全
確
保
対
策
に
万
全
を
期
す
こ

と
な
ど
で
す
が
、
い
ず
れ
も
県

民
の
各
界
各
層
か
ら
の
要
望
・

意
見
を
集
約
し
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
丹
念
に

取
り
組
み
、
豊
か
で
活
力
の
あ

る
県
土
づ
く
り
に
、
全
魂
込
め

て
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

公明党　　
茨城県議会
議員団団長

足立　寛作

自
民
県
政
ク
ラ
ブ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
県
民
の
皆
様
に
は
、
ご
一
家

お
そ
ろ
い
に
て
輝
か
し
い
初
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察
し
、

心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
列
車
事
故

や
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
、
は
た
ま

た
耐
震
強
度
偽
装
事
件
や
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
女
児
殺
人
事

件
等
、
県
内
外
に
お
い
て
「
安

全
・
安
心
」
、
と
り
わ
け
危
機

管
理
が
問
わ
れ
る
出
来
事
が
多

い
一
年
で
あ
っ
た
気
が
い
た
し

ま
す
。

　
感
動
的
な
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー

ス
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
紀
宮
清
子
さ
ま
の
ご

成
婚
は
言
わ
ず
も
が
な
、
県
内

に
お
い
て
も
、
全
国
植
樹
祭
の

成
功
や
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

の
開
業
に
は
胸
が
弾
み
ま
し

た
。

　
市
町
村
合
併
も
着
実
に
進

み
、
今
年
三
月
末
に
は
県
内
市

町
村
数
も
こ
れ
ま
で
の
約
半
分

の
四
十
四
に
ま
で
集
約
さ
れ
、

二
十
五
件
と
い
う
合
併
件
数
は

全
国
ト
ッ
プ
で
す
。

　
本
年
は
、
合
併
後
の
「
ま
ち

づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」
を
い

か
に
進
め
る
か
、
そ
し
て
真
の

地
方
分
権
の
受
け
皿
と
し
て
の

自
治
体
の
確
立
が
最
大
の
課
題

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら

し
を
守
る
た
め
の
施
策
、
警
察

官
の
増
員
、
と
り
わ
け
空
き
交

番
の
解
消
、
自
警
団
の
普
及
、

道
路
環
境
の
整
備
促
進
、
高
度

医
療
の
導
入
等
を
強
力
に
推
進

し
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
化
対
策
は
何
よ

り
も
急
務
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
方

策
を
講
じ
て
将
来
の
茨
城
県
、

い
や
、
日
本
を
担
う
「
人
」
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
三
位
一
体
改
革
の
内
容
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
年
度
予
算

の
政
府
案
を
見
て
も
八
十
兆
円

を
割
り
込
む
き
わ
め
て
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
地
方
に

お
い
て
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

選
択
と
集
中

に
知
恵
を
絞

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
、
県
議
会
の

活
性
化
、
そ
し
て
県
民
の
目
線

で
歩
む
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

自民県政　
クラブ会長

染谷　　清

　
清
々
し
い
気
持
ち
で
新
春
を

迎
え
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
は
、
「
県
政
を
変
え
て

ほ
し
い
」
と
、
明
る
い
民
主
県

政
を
つ
く
る
会
に
、
多
く
の
願

い
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
戦
後
六
十
年
の
節

目
の
年
、
戦
争
を
す
る
国
に
し

て
は
な
ら
な
い
と
、
平
和
憲
法

を
守
る
運
動
が
広
が
り
ま
し

た
。

　
百
里
基
地
へ
の
米
軍
機
訓
練

計
画
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
、
立

場
の
違
い
を
こ
え
た
と
り
く
み

が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
も
、く
ら
し
や
平
和
、要

望
実
現
の
た
め
、
多
く
の
方
と

力
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
昨
年
十
一

月
、
五
百
項
目
の
予
算
要
望
書

を
県
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
と
し
て
、
就
学

前
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
医
療

費
助
成
の
完
全
無
料
化
に
力
を

つ
く
し
ま
す
。

　
通
学
路
の
安
全
対
策
、
保
育

所
増
設
、
学
童
保
育
の
充
実
な

ど
求
め
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
本
来
の
仕
事
は
「
福

祉
の
向
上
」
で
す
。
と
こ
ろ
が

「
官
か
ら
民
へ
」
と
、
崩
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
県
立
の
三
つ
の
病
院
の
民
間

委
託
や
、
福
祉
施
設
の
切
り
捨

て
は
、
や
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
介
護
保
険
と
障
害
者
の
住
宅

サ
ー
ビ
ス
利
用
は
全
国
最
低
で

す
。
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
基
盤
整
備

に
特
別
な
支
援
が
必
要
で
す
。

　
青
年
の
半
数
が
派
遣
、
パ
ー

ト
な
ど
不
安
定
雇
用
で
す
。
福

祉
、
教
育
な
ど
公
的
な
分
野
で

の
必
要
な
人
員
確
保
は
重
要
課

題
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
常
陸
那
珂

港
、
百
里
の
共
用
化
、
霞

浦

導
水
事
業
な
ど
、
税
金
の
ム
ダ

遣
い
を
改
め
る
こ
と
で
す
。

　
公
共
事
業
は
、
築
四
十
五
年

の
友
部
病
院
や
児
童
・
婦
人
相

談
所
の
保
護
施
設
、
教
育
施
設

の
改
築
な
ど
、
生
活
密
着
型
へ

の
転
換
を
強
く
求
め
ま
す
。

　
老
朽
化
が
著
し
い
東
海
第
二

原
発
の
安
全
対
策
、
プ
ル
サ
ー

マ
ル
計
画
は
や
め
る
べ
き
で

す
。

　
企
業
を
呼
び
込
む
た
め
の
工

業
団
地
は
莫
大
に
売
れ
残
り
、

産
業
政
策
の
行
き
詰
ま
り
を
示

し
て
い
ま
す
。

　
農
業
、
商
業
、
林
業
な
ど
地

元
の
資
源
を
生
か
し
た
、
地
産

地
消
、
地
域
再
生
に
本
格
的
に

と
り
く
む
時
で
す
。

　
唯
一
の
野
党
と
し
て
、
希
望

の
も
て
る
県
政
に
引
き
続
き
と

り
く
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
も
の
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
紀
宮
さ
ま
の
ご
結

婚
、
愛
知
万
博
の
開
催
、
本
県

で
は
、
全
国
植
樹
祭
の
開
催
、

百
里
飛
行
場
の
起
工
式
、
悲
願

二
十
年
Ｔ
Ｘ
の
開
業
な
ど
、
本

県
を
全
国
に
発
信
す
る
明
る
い

話
題
が
あ
り
ま
し
た
反
面
、
ア

ス
ベ
ス
ト
関
連
死
が
続
々
と
明

る
み
に
出
た
り
、
耐
震
強
度
偽

装
問
題
で
も
大
揺
れ
し
、
京

都
、
広
島
、
栃
木
に
お
い
て
女

児
殺
害
が
相
次
ぎ
、
本
県
で
も

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
な

ど
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
、
多

事
多
難
の
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　
さ
て
、
私
た
ち
は
、
人
口
減

少
社
会
を
迎
え
る
な
か
、
本
県

の
活
力
維
持
と
安
心
・
安
全
、

人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
、
県
民

生
活
に
新
し
い
豊
か
さ
の
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
強
い
茨
城
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
県
政
を
と

り
ま
く
潮
流
が
、
少
子
化
に
伴

う
人
口
減
少
、
高
齢
社
会
の
急

速
な
進
行
、
安
心
・
安
全
志
向

の
高
ま
り
や
環
境
問
題
の
顕
在

化
、
競
争
の
激
化
と
交
流
の
拡

大
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
か

ら
、
そ
の
対
応
が
必
要
で
あ

り
、
去
る
十
二
月
八
日
、
知
事

に
対
し
、
四
百
四
十
二
項
目
に

及
ぶ
県
政
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

　
要
望
は
、
三
位
一
体
の
改

革
、
市
町
村
合
併
の
大
幅
な
進

展
、
さ
ら
に
構
造
改
革
な
ど
に

よ
り
、
大
き
く
様
変
わ
り
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
行

財
政
改
革
大
綱

及
び

財
政

構
造
改
革
プ
ラ
ン

を
策
定

し
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
、
一
層
効
率
的
な
行

財
政
運
営
に
努
め
る
こ
と
を
は

じ
め
、
県
北
振
興
指
針
の
策
定

や
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
送

る
た
め
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染

症
対
策
の
充
実
、
既
存
建
築
物

の
震
災
対
策
、
登
下
校
及
び
学

校
安
全
対
策
な
ど
を
求
め
ま
し

た
。
そ
の
施
策
の
実
現
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
本
県
の
活
力
の
維

持
・
発
展
や
安
全
・
安
心
で
持

続
可
能
な
社
会
の
構
築
、
若
い

人
が
結
婚
や
出
産
、
子
育
て
に

夢
や
希
望
、
高
齢
者
が
健
康
で

生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る

よ
う
住
み
よ
い
県
づ
く
り
に
会

派
一
丸
と
な
っ
て

張
り
ま

す
。

民主清新　
クラブ代表

長谷川修平

日本共産党
茨城県議会
議員団団長

大内久美子
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２－３面（要旨）質問者 一般質問
技
能
五
輪
な
ど
の
本
県
誘
致
は
県
北
臨
海
地
域
で
の
開
催
を
目
指
す

県
立
中
央
病
院
の
Ｃ
Ｔ
付
き
Ｐ
Ｅ
Ｔ
診
療
は
三
月
下
旬
に
稼
働
開
始

第 回技能五輪全国大会表
彰式（旋盤職種）の様子

　
本
会
議
は
、
特
別
の
場
合

を
除
き
、
誰
で
も
傍
聴
で
き

ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
県
議
会
議
事
堂
の
傍

聴
受
付
で
傍
聴
券
を
受
け
取

っ
て
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

（
傍
聴
席
は
三
〇
〇
席
で
先

着
順
で
す
。
）
　

　
県
民
の
み
な
さ
ん
が
選
ん

だ
代
表
者
が
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
ど
の
よ
う
に
審
議
し

て
い
る
の
か
を
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　
ま
た
、
手
話
通
訳
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
傍
聴
を
希
望

す
る
日
の
一
週
間
前
ま
で

に
、
議
会
事
務
局
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
、
本
会
議
の
生
中
継
及

び
録
画
中
継
も
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
話
通
訳
の
申
し

込
み
方
法
や
本
会
議
等
の
日

程
、
委
員
会
の
傍
聴
の
仕
方

な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
知
り

た
い
方
は
、
議
会
事
務
局
議

事
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　お
問
い
合
わ
せ
先

電
話
〇
二
九
―
三
〇
一
―
五

六
三
四

県
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

第４回定例会の概要
一
般
質
問
技
能
五
輪
の
誘
致
な
ど
質
す

常
任
委
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
議
論

　
平
成
十
七
年
第
四
回
定
例
会
は
、
十
二
月
二
日
か

ら
十
六
日
ま
で
の
十
五
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
知
事
か
ら
、
一
般
会
計
補
正

予
算
や
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
な
ど
、
ま

た
、
議
員
か
ら
は
、
茨
城
県
議
会
の
議
員
の
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
技
能
五
輪
な
ど
の
本
県
誘
致
、

県
立
中
央
病
院
の
Ｃ
Ｔ
付
き
Ｐ
Ｅ
Ｔ
診
療
、
合
併
新

法
下
で
の
合
併
支
援
、
児
童
生
徒
の
安
全
対
策
、
鹿

島
港
外
港
公
共
埠
頭
の
整
備
、
県
有
知
的
財
産
の
取

得
推
進
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
（
二

三
面
に
掲
載
）

　
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
及
び
指
定
管
理
者

へ
の
指
導
、
神
栖
市
ヒ
素
問
題
の
責
任
、
指
定
管
理

者
に
よ
る
あ
す
な
ろ
の
郷
の
改
善
、
指
定
管
理
者
の

選
定
基
準
、
行
財
政
改
革
に
対
す
る
土
木
部
の
姿

勢
、
通
学
路
の
安
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
（
四

五
面
に
掲
載
）

　
予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
現
行
の
長
期
総
合

計
画
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
、
「
平

成
十
六
年
度
県
公
営
企
業
会
計
決
算
」
と
「
同
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
」
の
認
定
に
か

か
る
審
査
結
果
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
最
終
日
の
本

会
議
で
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
（
六
面
に

掲
載
）

　
県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
精
査
団

体
等
に
か
か
る
審
議
経
過
の
中
間
ま
と
め
が
行
わ

れ
、
最
終
日
の
本
会
議
で
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
百
里
飛
行
場
利
活
用
調
査
特
別
委
員

会
で
は
、
百
里
飛
行
場
の
役
割
の
あ
り
方
や
百
里
飛

行
場
を
生
か
し
た
地
域
振
興
方
策
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
の
論
点
整
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
八
面
に

掲
載
）

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、
人
事
、
意

見
書
、
請
願
な
ど
七
十
六
の
議
案
が
可
決
、
同
意
、

認
定
、
承
認
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ＰＥＴ（陽電子放射断層撮
影）装置による診断の様子

菊
池
　
敏
行（

自
由
民
主
党
）

常
井
　
洋
治

（
民
主
清
新
ク
ラ
ブ
）

荻
津
　
和
良（

自
由
民
主
党
）

田
所
　
嘉
徳（

自
由
民
主
党
）

錦
織
　
孝
一（

自
由
民
主
党
）

川
津
　
　
隆（

自
由
民
主
党
）

　
議
員
（
自
民
）
　
本
県
の
財

政
状
況
は
厳
し
く
、
徹
底
し
た

行
革
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。
新
た
な

行
財
政
改
革

大
綱
に
よ

り
、
ど
の
よ

う
な
改
革
を

進
め
て
い
こ

う
と
し
て
い

る
の
か
。

　
知
事
　
県

民
の
視
点
に

立
っ
た
、
質

の
高
く
効
率

的
な
県
民
サ

ー
ビ
ス
の
提

供
を
目
指
し

改
革
を
進
め

る
。
県
債
残
高
圧
縮
な
ど
の
財

政
構
造
改
革
や
出
資
団
体
改

革
、
さ
ら
に
、
職
員
の
意
識
改

革
を
図
る
県
庁
改
革
、
市
町
村

へ
の
権
限
移
譲
を
図
る
分
権
改

革
等
に
取
り
組
み
、
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
努
め
る
。

　
議
員
　
も
の
づ
く
り
産
業
を

担
う
若
い
技
能
者
の
レ
ベ
ル
向

上
を
図
る
技
能
五
輪
全
国
大
会

と
全
国
障
害
者
技
能
競
技
大
会

を
本
県
に
誘
致
す
べ
き
と

え

る
が
。

　
商
工
労
働
部
長
　
こ
れ
ら
の

大
会
の
開
催
は
本
県
が
誇
る
も

の
づ
く
り
技
術
を
全
国
に
発
信

で
き
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、

障
害
者
の
雇
用
促
進
等
の
効
果

も
期
待
で
き
る
た
め
、
も
の
づ

く
り
技
術
が
集
積
す
る
日
立
市

を
中
心
と
し
た
県
北
臨
海
地
域

で
の
開
催
を
働
き
か
け
る
。

（
ほ
か
に
、
食
の
安
全
情
報
・

交
流
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
・
支

援
、
日
立
市
内
の
道
路
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
体
系
な
ど
も
質

問
）

　
議
員
（
民
清
ク
）
　
平
成
十

七
年
四
月
か
ら
の
県
立
中
央
病

院
の
産
科
休
止
に
対
す
る
認
識

と
そ
の
責
任
、
診
療
再
開
見
通

し
は
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
産
科
の
休

止
に
よ
り
、
地
域
の
皆
様
に
多

大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
大
変

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
産

科
が
再
開
で
き
る
見
通
し
は
立

っ
て
い
な
い
が
、
必
要
な
医
師

を
確
保
し
産
科
診
療
が
再
開
で

き
る
よ
う
関
係
機
関
に
働
き
か

け
、
広
く
医
師
を
募
集
す
る
な

ど
最
大
限
の
努
力
を
し
た
い
。

県
内
の
他
の
病
院
で
も
同
じ
よ

う
な
状
況
に
あ
る
と
こ
ろ
が
数

多
く
出
て
き
て
い
る
の
で
、
医

療
圏
ご
と
の
周
産
期
医
療
の
あ

り
方
を
検
討
し
た
い
。

　
議
員
　
Ｃ
Ｔ
付
き
Ｐ
Ｅ
Ｔ
診

療
開
始
へ
向
け
た
準
備
体
制

は
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
平
成
十
八

年
三
月
下
旬
に
は
稼
働
で
き
る

と

え
て
い
る
。
一
日
八
件
程

度
の
診
療
を
見
込
ん
で
お
り
、

保
険
診
療
の
場
合
の
自
己
負
担

額
は
三
万
円
強
、
人
間
ド
ッ
ク

な
ど
保
険
適
用
外
の
診
断
に
つ

い
て
は
十
八
年
早
々
に
料
金
を

決
定
し
た
い
。
検
診
の
予
約

は
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど

で
十
八
年
二
月
下
旬
頃
か
ら
受

け
付
け
る
。

（
ほ
か
に
、
若
者
が
将
来
に
夢

を
持
て
る
産
業
大
県
づ
く
り
な

ど
も
質
問
）


